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研究成果概要 
 宇宙背景放射の揺らぎの観測から宇宙初期には宇宙はいわゆるインフレーションによ

って加速度的に膨張していたこともほぼ明らかになっている。特に２６年度においては

BICEP2 実験による重力波由来の宇宙背景放射揺らぎの成分の観測の可能性が示唆され

大きな話題となった。結果として観測された揺らぎ成分は主に銀河の塵による効果であ

ることが判明したが、結果的には BICEP2 の解釈が正しくなかった訳ではあるがインフ

レーション模型に対する多くの理論的知見をもたらした。 
 BICEP2 の報告がインフレーション理論に特に大きな影響を与えた理由としてはその

結果が示唆していた成分の大きさである。実際にその大きさを説明するには場の理論に

基づくインフレーション模型の適応限界に近い場の値の大きさが必要になることが知ら

れており理論的な困難だと考えられてきた(いわゆる Lyth Bound)。そのため BICEP2 
の報告以降その困難を乗り越えることのできる様々な理論模型が提案された。本共同研

究グループからも実に２０本以上に上るインフレーション模型に関する論文が提出され

多くの新しいアイデアが生み出された。 
 今回の BICEP2 の報告自体は否定されたが、近い将来重力波由来の宇宙背景放射揺ら

ぎの成分が比較的大きな値として観測される可能性は十分にある。そのような場合本年

度に考察した様々な可能性が生かされることが期待される。 
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